
公益社団法人

日本医師会会長 殿

標記について、別添写しのとおり、各都道府県知事宛てに通知しましたので、貴会会員へ

の周知をお願いいたします。

厚生労働省医薬・

医薬品、医療機器等の品質、有亥対生及び安全性の確保等に関する法律施行令

第80条第2項第5号の規定に基づき厚生労働大臣が指定する医薬品の種類

等の・→郭を改正する件について
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各都道府県知事殿

③

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行

令第 80 条第2項第5号の規定に基づき厚生労働大臣が指定する医薬品の

種類等の一部を改正する件について

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行令第80条第
2項第5号の規定に基づき厚生労働大臣が指定する医薬品の種類等の一部を改正する件」
(平成29年厚生労働省告示第91号。以下「改正告示」という。)が告示され、平成29年

4月1日から適用されることとなったため、貴管下関係業者に対して周知を図るとともに、
円滑な事務処理が行われるよう特段の御配慮をお願いいたします。

1 告示の改正の趣旨及び主な内容

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行令(昭和36

年政令第Ⅱ号)第80条第2項第5号の規定に基づき、製造販売の承認の権限が都道府

県知事に委任される医薬品として、新たに漢方製剤が指定され、その有効成分の種類、
配合割合及び分量並びに効能及び効果の範囲が定められたこと。

薬生発0
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2 委任品目の審査の基本的な考え方

今回の改正により、都道府県知事に権限が委任された漢方製剤の製造販売承認及び製

造販売承認事項一部変更承認にかかる審査は、改正告示、日本薬局方(医薬品、医療機
器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律(昭和35年法律第 145号)第41

条第1項)及び平成29年3月28日薬生発0328第1号厚生労働省医薬・生活衛生局
長通知「一般用漢方製剤製造販売承認基準について」の呂1採氏「一般用漢方製剤製造販売

承認基準」によるほか、本通知及び別途発せられる通知に定めるところにより行うこと。

第4
28

・生活衛生局長

省略)

3 留意事項

(1)漢方処方に基づき製造される内服用薬剤であっても、改正告示で定める事項に

適合しないものの製造販売承認は、従前どおり厚生労働大臣により行われるもの
であること。

(2)次に掲げるいずれかに該当する漢方処方に基づき製造される内服用薬剤につい

て承認を与えようとするときは、あらかじめ医薬・生活衛生局長に協議すること。
ア特殊な製剤

イ特殊な用法及び用量のもの

ウ医薬品(漢方製剤と同一投与経路のものに限る。)への使用前例のない添加物

を含有するもの

号
日

記





0
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
一
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
三
十
六
年
政
令
第

十
石
ぢ
)
第
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
の
種
類

等
(
昭
和
四
十
五
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
日
前
に
申
請
の
あ
っ
た
漢
方
製
剤
の
製
造
販
売
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣
塩
崎
恭
久

う

鎮
捧
消
炎
薬
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

漢
方
製
剤

漢
方
処
方
に
基
づ
き
製
造
さ
れ
た
内
服
用
薬
剤
で
あ
つ
て
、
カ
プ
セ
ル
剤
、
罵
粒
剤
、
散
剤
又
は
錠
剤
の
剤
形
の

も
の
(
医
師
が
患
者
に
施
用
し
、
又
は
処
方
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
及
び
徐
放
性
製
剤
を
除
く
。
)
を
い
う
。

有
効
成
分
の
種
類

1

含
有
す
る
有
効
成
分
の
種
類
は
、
別
表
第
十
九
の
有
効
成
分
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

2
 
有
効
成
分
の
配
合
割
合

別
表
第
十
九
に
掲
げ
る
有
効
成
分
は
、
日
本
薬
局
方
(
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
)
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
医
薬
品
各
条
の
当
該
有
効
成
分
の
製
法
欄
に
記
載
さ
れ
る
方
法
で
製
す
る
も
の
と
す
る
。

3
 
有
効
成
分
の
分
量

別
表
第
十
九
に
掲
げ
る
有
効
成
分
ヨ
ウ
ィ
を
除
く
。
)
に
含
ま
れ
る
各
構
成
生
薬
の
一
日
最
大
分
量
は
、
漢
方
処

方
ご
と
に
日
本
薬
局
方
医
薬
品
各
条
の
製
法
の
項
に
規
定
さ
れ
る
量
(
コ
ウ
ィ
の
一
日
最
大
分
量
は
二
十
g
と
す

る
。
)
(
以
下
「
満
量
と
い
う
J
と
し
、
満
量
の
二
分
の
一
以
上
一
以
下
を
乗
じ
た
量
と
す
る
。

4
 
効
能
及
び
効
果

別
表
第
十
九
の
上
欄
に
掲
げ
る
有
効
成
分
を
配
合
す
る
も
の
の
効
能
及
び
効
果
の
範
囲
は
、
同
表
上
欄
に
掲
げ
る

有
効
成
分
名
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
柵
に
掲
げ
る
効
能
及
び
効
果
と
す
る
。

別
表
第
十
八
の
次
に
次
の
表
を
加
え
る
。

別
表
第
十
九

⑬
官 報

十
全
大
補
湯
エ
キ
ス

体
力
坤
等
度
で
切
ど
が
渇
い
て
尿
量
が
少
な
く
と
き
に
吐
き
気
、
食
欲

不
振
、
む
く
み
な
ど
を
伴
う
も
の
の
次
の
諸
症
水
様
性
下
痢
、
急
性
胃
腸

炎
、
暑
気
あ
た
り
、
む
く
み

小
柴
胡
湯
エ
キ
ス

乙
字
湯
エ
キ
ス

か
つ葛

根
湯
エ
キ
ス

一

か
つ葛

根
湯
加
川
芭
辛
夷
エ
キ
ス

疲
労
倦
怠
、

せ
ん
き
ゆ
う

加
味
造
途
散
エ
キ
ス

黄
連
解
毒
湯
エ
キ
ス

有
効
成
分
名

し
よ
う
よ
う

体
力
中
等
度
以
上
で
、
大
便
が
固
く
、
便
秘
傾
向
の
あ
る
も
の
の
次
の
諸

U

じ

U

症
一
痔
核
(
い
ぼ
痔
)
、
切
れ
痔
、
便
秘
、
軽
度
の
脱
紅

さ
い
こ

小
青
竜
湯
エ
キ
ス

体
力
虚
弱
捻
も
の
切
次
の
諸
症
病
後
・
術
後
の
体
力
低
下
、

食
欲
不
振
、
寝
汗
、
手
足
の
冷
え
、
貧
血

け
い
と
(
の
よ
う

桂
枝
荏
苓
丸
エ
キ
ス

肺
力
中
等
度
以
止
の
も
の
の
次
切
諸
症
感
眉
の
初
期
、
(
汗
を
か
い
て
ぃ
な

い
も
の
)
、
鼻
か
ぜ
、
鼻
炎
頭
痛
、
肩
こ
り
、
筋
肉
痛
、
手
や
肩
の
痛
み

比
較
的
体
力
が
あ
る
も
の
の
次
の
諸
症
一
鼻
づ
ま
り
、
蓄
の
う
症
(
副
鼻
腔

炎
)
、
慢
性
鼻
炎

ノ

一
一牛

車
腎
気
丸
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
以
下
で
、
の
ぼ
せ
感
が
あ
り
、
肩
が
こ
り
、
疲
れ
や
す
く
、
精

神
不
安
や
い
ら
だ
ち
な
ど
の
精
神
神
経
症
状
、
と
き
に
便
秘
の
傾
向
の
あ
る

も
の
の
吹
の
諸
症
一
袷
え
症
、
虚
弱
体
質

月
経
不
順
、
月
経
困
難
、
更
年

期
障
害
、
血
の
道
症
、
不
眠
症

肺
力
沖
等
度
以
上
で
の
ぼ
せ
気
味
で
顔
色
赤
く
、

い
ら
い
ち
し
て
落
ち
着

か
な
い
傾
向
の
あ
る
も
の
の
次
の
諸
症
一
鼻
出
皿

不
眠
症
、
神
経
症
、
胃

き

し
ん

炎
、
一
百
酔
い
、
血
の
道
症
、
め
ま
い
、
動
倖
、

更
年
期
障
害
湿
疹
・
皮

膚
炎
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
、
口
内
炎

体
力
中
等
度
で
、
と
き
に
脇
腹
(
腹
)
か
ら
み
ぞ
お
ち
あ
た
り
に
か
け
て
苦

●
」
.
一

し
く
、
食
欲
不
振
や
口
の
苦
味
が
あ
り
、
舌
に
白
苔
が
、
つ
く
も
の
切
吹
.
の
諸

症
一
食
欲
不
振
、
吐
き
気
、
胃
炎
、
胃
痛
、
胃
腸
虚
弱
、
疲
労
感
、
か
ぜ
の

後
期
の
諸
症
状

さ
い
こ
け
い

柴
胡
桂
枝
湯
エ
キ
ス

効
能
及
び
効
果

比
較
的
体
力
が
あ
り
、
と
き
に
下
腹
部
痛
、
一
屑
こ
り
、
頭
重
、
め
ま
い
、
の

ぼ
せ
て
足
冷
え
な
ど
を
断
え
る
も
の
切
次
の
諸
症
一
月
曜
不
順
鳴
経
異
常

月
経
痛
、
更
年
期
障
害
、
血
の
道
症
、
肩
こ
り
、
め
ま
い
、
頭
重
、
打
ち
身

し
ん

(
打
撲
症
)
、
し
も
や
け
、
し
み
、
湿
疹
・
皮
膚
炎
、
に
き
び

さ
い
ぼ
く

柴
朴
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
以
下
で
、
疲
れ
や
す
く
て
、
四
肢
が
冷
え
や
す
く
尿
量
減
少
し
、

む
て
み
か
あ
り
、
と
き
に
口
渇
が
吻
る
も
め
ゆ
次
の
諸
宝
一
下
肢
痛
腰
痛
、

し
び
れ
、
高
齢
者
の
か
す
み
目
、
か
ゆ
み
、
排
尿
困
難
、
頻
尿
、
む
く
み
、

高
血
圧
に
伴
う
随
伴
症
状
の
改
善
(
肩
こ
り
、
頭
重
、
耳
鳴
り
)

宅
い
れ
い

柴
苓
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
又
は
や
や
虚
弱
で
、
多
く
は
腹
痛
を
伴
い
、
と
き
に
微
熱
・
寒

気
・
頭
痛
・
吐
き
気
な
ど
の
あ
る
も
の
の
次
の
諸
症
一
胃
腸
炎
、
か
ぜ
の
中

期
か
ら
後
期
ま
で
の
症
状

レ
や
く

体
力
中
等
度
又
は
や
や
虚
弱
で
、
う
す
い
永
様
の
た
ん
を
伴
う
せ
き
や
鼻
水

ぜ
ん

が
出
る
も
の
の
次
の
諸
症
気
管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
、
鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
、
む
く
み
、
感
白
貝
花
粉
症

朽
薬
甘
草
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
で
、
気
分
が
ふ
さ
い
で
、
咽
喉
、
食
道
部
に
異
物
感
が
あ
り
、

き
お
5

か
ぜ
を
引
き
や
す
く
、
と
き
に
動
怪
、
め
ま
い
、
嘔
気
な
ど
を
伴
う
も
の
の

ぜ
ん
ぜ
ん

次
の
諸
症
一
小
児
瑞
息
、
気
管
支
喘
息
、
気
管
支
炎
、
せ
き
、
不
安
神
経
症
、

虚
弱
体
質
 
1
 
,
'け

ん

く
ろ

平成29年3月28日 火曜日 (号外第63号)
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64

痛あ体
る力

力
力

う

症使
・・用
こで

肉
0

'魚

な

い

・を

つ

痛痛
'み

腰の



真
武
湯
エ
キ
ス

大
黄
甘
草
湯
エ
キ
ス

無
コ
ウ
ィ
大
建
中
湯
エ
キ
ス
及

び
コ
ウ
ィ

大
柴
胡
湯
エ
キ
ス

さ
、
こ

ち
よ
う
と
ぅ

釣
藤
散
ヱ
キ
ス

当
帰
苗
薬
散
エ
キ
ス

報

体
力
虚
弱
で
腹
が
冷
え
て
痛
む
も
の
の
次
の
諸
症

下
腹
部
痛
、
腹
部
膨

満
感

し
や
く

官

麦
門
冬
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
で
、
慢
性
に
経
過
す
る
頭
痛
、

も
の
の
次
の
諸
症
慢
性
頭
痛
、
神
経
症
、

"
と
う

体
力
虚
弱
で
、
冷
え
症
で
貧
血
の
傾
向
が
あ
り
疲
労
し
や
す
く
、
と
き
に
下

の
次
の
諸
症
一
月
経
不
凱
、
月
経
異
常
'
メ
を
訴
一
え
る
兆
の

後
又
は
流
産
に
よ
る
障
害
貧
血
疲
労
侍
急
、
め
ま
い
、
む
く
み
)
、
め

け
ー
む
、
頭
^
肩
こ
'
、
腰
寂
足
腰
の
冷
え
症
、
し
も
や

八
味
地
黄
丸
エ
キ
ス

皮
膚
炎
、
皮
膚
の

半
夏
厚
朴
湯
エ
キ
ス

咽
頭
の
乾
燥
^
;
あ
る
^
の
^
次
の
*
症
^
上
ぜ
ι
験
く
せ
き
こ
み
又
ι

支
喘
息
、
咽
頭
炎
、
し
わ
が
れ
声

ザ

り
つ六

君
子
湯
エ
キ
ス

半
夏
瀉
心
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
憧
以
下
で
疲
れ
沖
す
く
て
、
四
肢
が
冷
え
や
す
く
、
尿
量
減
少

又
は
多
尿
で
と
き
に
口
渇
が
街
喝
も
の
切
歌
の
諸
症
、
一
下
肢
痕
腰
癒
,
、

し
豹
れ
、
高
齢
署
の
か
す
馴
目
、
か
ゆ
み
一
排
尿
困
難
残
尿
感
、
夜
間
尿

頻
尿
、
、
む
く
み
、
高
血
圧
に
伴
う
随
伴
症
状
の
改
善
(
肩
こ
り
、
.
頭
重
、
耳

鳴
り
)
、
軽
い
尿
漏
れ

め
ま
い
、
肩
こ
り
な
ど
が
あ
る

高
血
圧
の
傾
向
の
あ
る
も
の

し
争

め
よ
う
け
い
じ
ゆ
う

苓
桂
坑
甘
湯

補
中
益
気
湯
エ
キ
ス

体
力
中
等
度
を
め
や
す
と
し
て
、
気
分
が
゛
さ
い
で
咽
喉
・
食
道
部
に
異

安
神
^
症
神
経
 
1
 
め
^
い
 
n
気
な
ど
述
伴
う
吹
の
諸
症
坏

え
感

麻
黄
湯
エ
キ
ス

疲
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